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遵守費用

行政費用

効果（定量化）

便益（金銭価値化）

副次的な影響及び波
及的な影響

備考

現時点において、副次的な影響及び波及的な影響は特段認められない。また、規制の事前評価
時に意図していなかった負の影響や、想定していた影響とのかい離も特段認められない。

　事前評価時の想定とのかい離は認められない。

考察 当該規制の導入により、過大な遵守費用や行政費用が発生している状況は認められない一方、規制の事前評価時に見込んだ効果は発現していると考えられ
る。よって、本件に係る特段の見直しは不要であると考える。

規制の事前評価時、行政庁（国）において、銀行持株会社及びグループの頂点に位置する銀行
等によるグループの経営方針の策定とその適正な実施などがなされているかを検証するための検
査・監督に伴う費用が発生するとしていたところ、行政庁（国）は、金融行政を遂行するにあたり、こ
れらの規制のみならず、他の規制を含めた金融規制全般について、その遵守状況を一体としてモ
ニタリングしていることなどを踏まえれば、本規制の見直しにより生じた行政費用のみを抜き出して
把握することは困難であるが、行政庁（国）による金融行政の遂行に要する行政費用が過大に増
加している状況にはないと考えられる。

　事前評価時の想定とのかい離は認められない。

規制の見直しにより、銀行持株会社の有無にかかわらず、グループの実効的な経営管理が行わ
れることにより、グループ内の的確なリスク管理や再建計画の策定、コンプライアンスの徹底など
が可能となり、銀行等の業務の健全かつ適切な運営の確保がより一層図られたと考えられるた
め、事前評価時に見込んだ効果とかい離はないが、その効果を定量的に把握することは困難であ
る。

　事前評価時の想定とのかい離は認められない。

規制の見直しにより、規制の事前評価時に見込んだ効果が発現しているものと考えられるが、そ
の効果を定量的に把握したり、さらにはその効果を金銭価値化して「便益」を把握することは困難
である。

　事前評価時の想定とのかい離は認められない。

事前評価時の想定との比較 　規制の事前評価時、金融グループの経営態様の多様化が見られる中、グループの実効的な経営管理を行うことが重要な課題となっていたが、事前評価時以降
もこのような課題を取り巻く社会経済情勢等に変化は見受けられず、それらへの対応は引き続き重要である。
  なお、規制の事前評価時には想定していなかった影響は、特段発現していない。

費用、効果（便益）及び間接的な影
響の把握

費用、影響等 事前評価時の推計等との比較

規制の事前評価時、銀行持株会社及びグループの頂点に位置する銀行等にグループ全体の経
営管理を求めることにより、銀行持株会社、銀行等のいずれを頂点とするグループ形態において
も、グループの経営方針の策定や経営管理体制の構築・運用等を行うための体制整備に伴う費
用が発生すると見込んでいたところ、金融機関は、これらの規制のみならず、他の規制を含めた金
融規制全般について、規制遵守のための体制を一体的に整備していることなどを踏まえれば、本
規制の見直しにより生じた遵守費用の増減のみを抜き出して把握することは困難であるが、遵守
費用が過大に増加している状況にはないと考えられる。

　事前評価時の想定とのかい離は認められない。

規制の事後評価書（要旨）

法律又は政令の名称 銀行法等

規制の名称 金融グループにおける経営管理の充実

評価実施時期 令和4年6月30日


